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その他質問や感想、気になること等があれば記載してください。 

 

1.講演、話題提供のお時間が短く、もっとじっくり聞きたいと感じた。 

 

2.非常に活発な懇談会であると思います。 

 

3.大学、国交省の研究所長など研究者だけでなく、地域住民の代表的な方も話題提供されてはいかがで

しょうか。 

 

4.興味・関心のある内容で知らないこともたくさん聞けて嬉しかったです。もっと時間をかけて様々な

話を聞きたかったのが、少し残念でした。 

 

5.地域での連携をどの様にするのかを考えています。たくさんのヒントを頂きました。 

 

6.今日の 3 先生の対話では、見えてきたビジョンに対してそれを実行する人材をどのように見出し、育

成するのかということを知りたいと思っていました。 

それに対し萱場先生の大学のフィクサーの話、蔵治先生の球磨川流域大学構想を伺うことができ、そう

した方向をぜひ矢作川流域でも考えられたらと思います。 

第 1 次産業を盛り上げる社会にしましょう。若者が残り集う地域を目指して。（若者が残り集う地域を目

指してをテーマにヒアリング 担い手づくり事例集を流域圏大学構想リサーチ活動にできないか） 

 

7.凄い勉強になった。球磨川にも行きます。ユニオンのような流域圏大学校を。面白く、美味しく記憶に

刻むような学びや体験をつくってゆく事が大事だと思う。 

（高齢者はもちろん）若者が残り、集う地域・流域をつくってゆくこと。一次、二次、三次～六次産業を

なりわい化する道をつくってゆくこと。 

 

8.新しい次の段階にステップアップした記念すべき公開講座になったと思う。今回はよい成果になった

と思う。 

 

9.いろいろ考える手がかりを与えてもらった気がします。市民の関わり経験の希薄化、どうすればその

力を取り戻せるか、人口減少や気候変動による災害の多発・甚大化で市民は発言しなくなっているよう

な気がする。関係性と想像力がキーになる気がする。具体性がある発信力が大事、議論の場が大事という

のはそのとおりだと思った。 

 

10.山に関心がある方たちを取り込む受け皿が必要かなと最近感じています。山の現状を知ると山の保全、

森林の活用に何か役に立ちたいと思っている方は多いと感じています。 
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11.具体的に話そうと思われるお気持ちが伝わってきた。 

 

12.雨の日に側溝や水路に流れていく水が「もったいないな」という感覚、持てないでしょうか？我が家

も雨どいから雨水貯留→オーバーフロー水は雨庭に入れています。 

 

13.根羽村には村で水道を管理していますので、消防団のように水を管理するイベントや自治と治水に関

する取り組みをクリエイトしていきたいと思いました。本日はありがとうございました。 

 

14.只今、宮崎にて講義内にあった地域共創のような事を宮崎大学演習林内にて KODOBOKU 技術を利用し

た斜面排水についての研究会に所属しております。 

その他近自然森づくりのスイス研修などに参加しておりますので、諸先生方と話したいことだらけです。 

（林業作業道の保守、流水による土の流出などの小規模で人力でできる技術についての意見を聞きたい。） 

 

15.前回の講義よりも難解でした。大学の講義レベル？今回の講座の想定するたターゲットは誰だったの

でしょうか？大学生？市民が重たる懇談会の構成員であるなら、わかりやすい話題提供をして頂けると

初学者に優しいと思います。ディスカッションは良かったです。 

 

16.流域大学、流域行政を考えてみます。 

 

17.市民にできることはどんなことでしょうか？各人のお話をもっと聞きたかったです。 

 

18.現代の水田の問題、生物多様性に寄与しているのかどうか非常に疑問です。谷津田環境は何らかの形

で保全する仕組みをつくってほしいと思っています。 

 

19.矢作川沿いの豊田市越戸公園の近くにすみ、散歩などに利用しています。河川敷公園であり、大水の

場合はつかることがありますが、ここ 20 数年はなく、エノキ並木等の美しい公園です。 

しかし、利用者は低く休日でも野球以外の活用はされていません。先ずは、住民の関心を高める防災を兼

ねた催事の創作を開発したいと思います。 
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